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ヒューマンホールディングス株式会社の事業子会社で、人材紹介事業を行うヒューマンタッチ株式会社（本社：東京都新

宿区、代表取締役：髙本和幸、以下「ヒューマンタッチ」）が運営するヒューマンタッチ総研は、総合工事業（ゼネコン）、土木

工事業、電気設備工事業、管工事業の 4 業種に分けて、2019 年 3 月期第 2 四半期決算から見る市場動向をまとめました。

対象は 3 月期決算で 2018 年 3 月期売上高の上位各 10 社です。 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体概況＞ゼネコンと電気設備工事業の収益性改善が進むが、土木工事業と管工事業は減益に転じる 

2019 年 3 月期の第 2 四半期決算（連結）の各業種主要 10 社の実績を合計すると、第 1 四半期は増収増益で好調であった

土木工事業が減収減益に転じたほか、管工事業も増収減益に転じています。一方、総合工事業（ゼネコン）と電気設備工事

業は第 1 四半期と同じく増収減益ですが、経常利益の前年同四半期比は改善されています（＝図表①）。 

 

【図表① 各業種主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 2 四半期決算（連結）の実績合計】 

 

 

＜総合工事業（ゼネコン）＞収益性改善が進み、2 社が通期予想を上方修正 

第 1 四半期の決算では減収減益が 5 社と収益性の面ではやや厳しい結果になっていましたが、第 2 四半期については減

収減益が 2 社に減り、業界全体として収益性の改善が見られました（＝図表②）。 

業界首位の大林組は、第 1 四半期は減収減益でしたが、第 2 四半期では増収増益に転じており、2019 年 3 月期の売上

高は予想通り 1 兆 9,700 億円となり、5 年連続で過去最高を更新する見通し、営業利益は 1,390 億円と 4 年連続で過去最高

を記録する見通しとしています。 

 

参考
売上高

（百万円）
前年

同四半期比
経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向
第1四半期

傾向

総合工事業（ゼネコン） 4,739,171 104.7% 353,827 90.9% 増収減益 増収減益
土木工事業 629,890 99.8% 34,403 84.9% 減収減益 増収増益
電気設備工事業 1,313,303 105.1% 74,156 94.3% 増収減益 増収減益
管工事業 572,255 104.0% 19,995 91.8% 増収減益 増収増益
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【本件のポイント】 

・4 業種別主要上場企業各 10 社の 2019 年 3 月期の第 2 四半期決算から見る建設市場動向をまとめた 

・第 1 四半期は増収増益で好調だった土木工事業と管工事業は減益に転じる 

・一方、ゼネコンは全体的に収益性が改善、2 社が通期業績を上方修正した 



2 

また、鹿島建設と大成建設は、高水準であった前期に比べて減益となっているものの、資材コストや人件費の上昇が想

定を下回ったことから、通期の利益予想を上方修正しました。 

一方、安藤ハザマは、一部の大型工事で進捗率が想定を下回っていることや、7 月に発生した建設現場での大規模火災

の影響等から、通期業績予想を売上高、利益ともに大幅に下方修正しました。 

※竹中工務店は非上場のため除いています 

 

【図表② ゼネコン主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 2 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 2 四半期決算短信より作成 

 

＜土木工事業＞減収減益企業が増え、収益面で厳しい決算となる 

第 1 四半期の決算では 10 社のうち 6 社が増収増益、減収減益は 1 社のみと好調でしたが、第 2 四半期は増収増益が 3

社、減収減益が 4 社となり、収益面で厳しい決算となりました（＝図表③）。 

増収増益から減収減益に転じた業界首位の NIPPO は、原材料価格上昇などの影響で、舗装土木事業や製品販売事業

の利益率が低下したことを理由に、通期利益予想を下方修正しました。また、世紀東急工業は増収増益ではありましたが、

売上高、利益ともに通期予想を下方修正しています。 

一方、川田テクノロジーズは好調な第 2 四半期決算を受け、通期利益予想を上方修正しました。 

 

【図表③ 土木工事業主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 2 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 2 四半期決算短信より作成 

＊東亜道路工業の前年同四半期の経常利益は△164 百万円  

 

 

 

参考
売上高

（百万円）
前年

同四半期比
経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

第2四半期
傾向

第1四半期
傾向

1 大林組 937,138 102.1% 69,742 105.6% 増収増益 減収減益
2 鹿島建設 897,767 109.1% 72,125 85.5% 増収減益 増収減益
3 清水建設 729,675 106.5% 51,946 98.7% 増収減益 増収減益
4 大成建設 704,651 102.8% 50,263 77.7% 増収減益 減収減益
5 長谷工コーポレーション 441,090 113.3% 46,372 107.1% 増収増益 増収増益
6 五洋建設 244,478 97.5% 15,080 110.2% 減収増益 減収増益
7 前田建設工業 221,034 103.4% 17,774 92.4% 増収減益 増収増益
8 戸田建設 203,046 111.8% 11,862 87.5% 増収減益 減収減益
9 三井住友建設 191,682 98.9% 12,491 92.9% 減収減益 減収減益

10 安藤ハザマ 168,610 90.0% 6,172 33.6% 減収減益 減収減益

企業名
2019年第2四半期

参考
売上高

（百万円）
前年

同四半期比
経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向
第1四半期

傾向

1 NIPPO 173,032 96.7% 12,530 79.7% 減収減益 増収増益
2 前田道路 98,138 93.9% 5,987 64.1% 減収減益 増収減益
3 日本道路 63,340 109.9% 1,912 102.2% 増収増益 増収増益
4 川田テクノロジーズ 55,542 110.5% 2,980 2365.1% 増収増益 増収増益
5 東鉄工業 50,816 102.1% 3,569 80.7% 増収減益 増収減益
6 ピーエス三菱 48,450 89.7% 1,643 68.4% 減収減益 減収減益
7 ライト工業 45,847 99.7% 3,951 90.1% 減収減益 増収増益
8 東亜道路工業 38,407 111.9% -656 - 増収減益 増収減益
9 世紀東急工業 29,680 100.2% 1,392 108.0% 増収増益 増収増益

10 日特建設 26,638 102.2% 1,095 97.0% 増収減益 増収増益

企業名
2019年第2四半期
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＜電気設備工事業＞増益企業が増加、収益性の改善が進む 

増益企業が第 1 四半期の 3 社から 5 社に増加しており、収益性の改善が進みました（＝図表④）。個別企業を見ると、コ

ムシスホールディングスと協和エクシオは、それぞれ同業との経営統合を行うことを発表し、通期業績予想を売上高、利益と

もに上方修正しています。 

 

【図表④ 電気設備工事業主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 2 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 2 四半期決算短信より作成 

 

＜管工事業＞増収増益企業減り、下方修正企業も 

業界首位の高砂熱学工業が増収減益に転じるなど、増収増益企業は第 1 四半期の 5 社から 4 社に減りました（＝図表

⑤）。日比谷総合設備は手持ち工事の進捗が予想を下回ったことなどを理由に、通期業績予想を売上高、利益ともに下方

修正しました。また、大成温調も利益率の高い大型の手持ち工事数件が工期延長になったことなどを理由に、利益予想を

下方修正しました。 

一方、三機工業は好調な受注、工事収益の改善を背景に、通期業績予想を売上高、利益ともに上方修正しています。 

 

【図表⑤ 管工事業主要 10 社の 2019 年 3 月期の第 2 四半期決算（連結）の実績】 

 

出所：各社の 2019 年 3 月期第 2 四半期決算短信より作成 

＊日比谷総合設備の前年同四半期の経常利益は 918 百万円  

 

 

 

 

 

参考
売上高

（百万円）
前年

同四半期比
経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向
第1四半期

傾向

1 関電工 257,976 111.4% 14,682 103.9% 増収増益 増収減益
2 きんでん 207,748 98.3% 12,324 110.4% 減収増益 減収減益
3 コムシスホールディングス 177,854 116.9% 11,232 112.5% 増収増益 増収増益
4 九電工 165,111 103.6% 12,428 83.1% 増収減益 増収減益
5 協和エクシオ 132,889 106.3% 8,932 92.0% 増収減益 増収増益
6 トーエネック 98,399 103.9% 3,131 111.1% 増収増益 増収減益
7 ユアテック 90,116 94.9% 1,765 46.7% 減収減益 減収減益
8 住友電設 72,404 106.0% 5,723 104.6% 増収増益 増収減益
9 中電工 62,975 98.6% 2,623 49.9% 減収減益 減収減益

10 日本電設工業 47,831 99.3% 1,316 95.8% 減収減益 増収増益

企業名
2019年第2四半期

参考
売上高

（百万円）
前年

同四半期比
経常利益
（百万円）

前年
同四半期比

傾向
第1四半期

傾向

1 高砂熱学工業 137,655 106.1% 6,436 87.7% 増収減益 増収増益
2 大気社 98,879 97.8% 3,877 108.4% 減収増益 増収増益
3 三機工業 80,723 111.3% 1,540 161.8% 増収増益 増収増益
4 ダイダン 69,677 102.3% 3,939 113.5% 増収増益 増収増益
5 新日本空調 49,219 110.5% 569 80.7% 増収減益 増収減益
6 朝日工業社 39,415 109.2% 1,966 122.9% 増収増益 増収増益
7 日比谷総合設備 26,920 97.2% -1,071 - 減収減益 減収減益
8 テクノ菱和 27,371 105.5% 1,206 194.2% 増収増益 減収増益
9 ヤマト 22,050 99.4% 1,318 75.7% 減収減益 増収減益

10 大成温調 20,346 91.6% 215 25.3% 減収減益 減収減益

企業名
2019年第2四半期
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■ヒューマンタッチ総研所長・髙本和幸（ヒューマンタッチ代表取締役）のコメント 

2019 年 3 月期第 2 四半期の主要建設関連企業の決算を見ると、第 1 四半期に好調 

であった土木工事業が収益面で厳しい決算に転じています。NIPPO、前田道路、東亜道路 

工業の 3 社では、減益の主な要因として原料価格の高騰を挙げており、上昇する建設 

コストを吸収して利益を確保できるかどうかが大きな経営課題になると考えられます。 

 

一方、第 1 四半期では収益面で厳しい決算となっていたゼネコンは、鹿島建設と大成 

建設が通期の利益予想を上方修正するなど、収益性の改善が予想以上に進んでいます。 

ゼネコンの前期（2018 年 3 月期）決算は非常に高い利益水準であったために、各社ともに 

ある程度の収益性の低下は織り込み、今期は厳しめの利益予想をしていましたが、第 2 

四半期までの資材や労務費の上昇が予想を下回ったことから利益予想が上振れしたと 

みられます。下期においては設計変更や追加工事の確保によって、さらなる収益性向上が 

期待できると考えられます。 

 

また、電気設備工事業と管工事業はともに 10 社中 5 社が増益で、手持ち工事量も豊富なことから、下期についても好調

な業績が続くと見られます。 

 

 

会社概要 

ヒューマンタッチ株式会社 

●代表者：代表取締役 髙本 和幸  ●所在地：東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 1F 

●資本金：1 億円         ●コーポレートサイト URL：https://human-touch.jp/ 

●ヒューマンタッチ総研サイト URL：https://kensetsutenshokunavi.jp/souken/ 

 

＜このレポートに関するお問い合わせ＞ 

ヒューマンタッチ株式会社 ヒューマンタッチ総研担当 

TEL：03-6846-9050  E-ｍａｉｌ： htsouken@athuman.com 

＜このリリースに関するお問い合わせ＞ 

ヒューマングループ 広報担当：外川まで 

 TEL：03-6846-8002  FAX：03-6846-1220  E-ｍａｉｌ： kouhou@athuman.com 


